
研究大学強化促進事業シンポジウム

Citationベースの研究評価は、ある分野においてはニーズに合っていますが

この手法をシーズとして人文社会系に当てはめても、研究の全体像をとらえられるとは言い難い。

そこで、本シンポジウムでは、人文社会系分野のニーズに合った研究評価指標について

評価される側はどこを見てほしいか、評価をする側はどこを見たいのかを含めて、出版社も交えた形で議論いたします。

Research Metrics in Humanities and Social Sciences: From Seeds to Needs

～ シーズからニーズへ ～
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13:30 〜 17:30

虎ノ門ヒルズフォーラム
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金
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定員 100名

講 演

iMD: 新たな学術誌評価指標の提案

池田 潤
筑波大学 学長補佐室長、人文社会系教授

人文学の研究は
どのようにすれば「見える」のか：
人間文化研究機構の取り組みを通じて

後藤 真
人間文化研究機構 国立歴史民俗博物館研究部准教授

● 評価をする側

社会から見た大学の評価

松本 美奈
読売新聞記者、国立大学法人評価委員会委員

● 出版・データ提供をする側（同時通訳あり）

Open research publishing: Enabling more 
holistic reporting and evaluation of 
research

Rebecca Lawrence
Managing Director, F1000 Group

Bibliometrics and beyond: Metrics for 
all types of scholarly output & telling 
the story around the societal impact of 
research 

Anders Karlsson
Vice President of Global Academic Relations, 
Elsevier

● 評価を受ける側

問い合わせ先：「人文社会系分野における研究評価」シンポジウム事務局
TEL:029-853-6046 E-mail: imd@icrhs.tsukuba.ac.jp

お申し込み・詳細は、筑波大学研究情報ポータル COTREから

http://ura.sec.tsukuba.ac.jp/archives/17454



● 講演者プロフィール（登壇順）

池田 潤
1961年群馬県生まれ。筑波大学人文社会系教授・大学執行役員。専門は言語学。筑波大学第一学群卒業、テルア
ビブ大学 で博士取得。著書に「ヘブライ語文法ハンドブック」など。

後藤 真
人間文化研究機構国立歴史民俗博物館准教授・博士（文学）。人文学の資料や研究をデジタル化し、分析する人
文情報学を専門とする。近年は歴史資料を中心とする大学の人文資料情報のネットワークを構築する「総合資料
学」の事業に従事するとともに、人文学の研究評価手法の検討を行っている。近著に「研究の量的評価は人文学
に対して可能なのか？―人間文化研究機構の試み―」（『学術の動向』2018年10月号）などがある。

松本 美奈
読売新聞東京本社専門委員。1986年、慶應大学法学部法律学科を卒業し、読売新聞社入社。秋田支局、社会部、
教育部、編集委員などを経て現職。2008年から全国の国公私立大学を対象とした「大学の実力」調査を担当、日
本で初めて各大学の退学・留年・卒業率などを公表する。2018年度調査の回答率は92% 。大学の現状に切り込ん
だインタビュー「異見交論」を読売新聞公式サイトで連載中（3月に出版）。共著に「特別の教科道徳 Q &A」
（ミネルヴァ書房）、「道徳の時代が来る」（教育出版）など。社会保険労務士。

Rebecca Lawrence
Rebecca Lawrence is Managing Director of F1000, providers of a series of tools and services to 
support the research community in writing, publishing, discovering and evaluating new scientific 
findings. She was responsible for the launch of the open research publishing platform F1000Research. 
She has subsequently led the recent launches of Gates Open Research, Welcome Open Research and many 
other funder- and institution-based publishing platforms that aim to start a new trajectory in how 
scientific findings and data are communicated and ultimately research and researchers are evaluated.

Anders Karlsson
Vice President, Strategic Alliances, Global Academic Relations of Elsevier. Anders Karlsson, PhD, 
joined in 2012 Elsevier as Vice President for Global Strategic Networks, to support Elsevier’s 
relations with key stakeholders in the Asia-Pacific region. Before joining Elsevier, he was for five 
years Counselor for Science and Innovation at the Embassy of Sweden in Tokyo (Japan), with a regional 
responsibility for Japan and South Korea. 

● 所在地
〒105-6305
東京都港区虎ノ門1-23-3
虎ノ門ヒルズ森タワー5階

● 交通機関からのアクセス
東京メトロ 銀座線
「虎ノ門駅」1番出口 徒歩約5分

東京メトロ 日比谷線
「神谷町駅」3番出口 徒歩約6分

東京メトロ 千代田線 丸ノ内線 日比谷線
「霞ヶ関駅」A12番出口 徒歩 約8分

都営地下鉄 三田線
「内幸町駅」A3出口 徒歩 約8分

銀座線 浅草線 ゆりかもめ
山手線・京浜東北線・東海道線・横須賀線
「新橋駅」烏森口出口 徒歩約11分

研究大学強化促進事業シンポジウム人文社会系分野における研究評価～ シーズからニーズへ ～

虎ノ門ヒルズフォーラムへ徒歩でのアクセス Access to Tranomon Hills Forum on Feet
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